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知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
1
特
に
関
東
・
信
濃
を
中
心
に
ー
藤
本
顕
通
0
は
じ
め
に
知
恩
院
が
総
本
山
の
地
位
を
確
立
し
得
た
要
因
は
、
宗
祖
廟
の
在
所
と
し
て
祖
師
信
仰
の
象
徴
で
在
り
続
け
た
こ
と
、
ま
た
、
室
町
中
期
以
降
の
白
旗
派
系
僧
の
入
院
で
、
そ
れ
ま
で
の
青
蓮
院
の
外
護
も
あ
っ
て
、
他
本
山
を
抑
え
て
香
衣
執
奏
権
を
独
占
し
得
た
点
に
あ
る
。
①
②
さ
ら
に
京
畿
を
中
心
と
す
る
門
末
圏
は
、
中
井
真
孝
氏
が
「中
世
後
期
・
近
世
初
頭
の
知
恩
院
と
京
都
門
中
」、
「浄
土
宗
の
本
末
関
係
」
の
論
稿
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
京
都
門
中
の
中
で
も
有
力
寺
院
十
九
ケ
寺
を
中
心
に
形
成
さ
れ
、
加
え
て
近
江
浄
厳
院
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
浄
厳
院
門
末
を
そ
の
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
で
、
そ
の
基
盤
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
わ
け
で
あ
る
。
知
恩
寺
と
の
本
末
争
い
を
経
て
香
衣
執
奏
権
を
独
占
す
る
に
至
る
と
、
そ
の
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
で
地
方
本
寺
々
院
と
の
間
に
本
末
関
係
を
結
び
、
そ
の
支
配
圏
を
拡
張
し
た
。
し
か
し
知
恩
院
門
末
の
中
心
は
、
京
都
・
大
坂
・
大
和
・
近
江
の
直
末
寺
院
で
あ
り
、
特
に
京
都
・
大
坂
の
直
末
寺
院
で
あ
っ
た
。
御
忌
会
に
際
し
、
唱
導
師
を
務
め
ら
れ
る
の
は
京
都
・
大
坂
門
中
の
直
末
住
職
の
み
に
、
近
代
に
至
る
ま
で
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
事
が
推
察
で
き
る
。
京
畿
門
中
が
知
恩
院
門
末
に
お
い
て
中
心
的
存
在
で
在
り
得
た
の
は
、
主
と
し
て
知
恩
院
と
の
地
理
的
位
置
関
係
に
あ
る
。
で
は
遠
隔
地
の
末
寺
、
つ
ま
り
遠
国
末
寺
々
院
は
知
恩
院
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
五
九
六
〇
知
恩
院
は
江
戸
初
期
に
幕
府
の
外
護
の
下
、
完
全
に
浄
土
一
宗
総
本
山
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
一
層
地
方
寺
院
を
そ
の
傘
下
に
組
み
入
れ
る
が
、
増
上
寺
が
総
録
所
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
、
知
恩
院
が
持
つ
可
き
宗
内
行
政
の
権
能
の
多
く
が
増
上
寺
に
移
管
さ
れ
、
知
恩
院
は
名
目
的
総
本
山
の
地
位
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
知
恩
院
は
そ
の
末
寺
支
配
の
権
能
を
持
ち
得
た
。
し
か
し
、
増
上
寺
が
宗
内
行
政
を
執
る
中
に
あ
っ
て
、
知
恩
院
の
末
寺
支
配
に
対
す
る
既
得
権
は
完
全
に
保
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
に
対
す
る
支
配
を
追
い
つ
つ
、
本
稿
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
特
に
増
上
寺
の
膝
下
で
あ
る
関
東
及
び
そ
の
隣
接
地
域
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。
口
関
東
に
つ
い
て
　
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)
、
幕
府
の
寺
社
奉
行
よ
り
出
さ
れ
た
「田
舎
檀
林
江
新
附
之
寺
院
覚
」
に
貞
享
二
丑
年
仰
出
之
内
、
田
舎
檀
林
拾
三
ケ
寺
近
辺
有
之
知
恩
院
・
増
上
寺
両
末
寺
之
分
、
其
檀
所
之
或
末
寺
・
或
支
配
二
相
附
可
申
、
但
無
拠
由
緒
之
寺
院
、
断
有
之
者
披
遂
穿
鑿
、
於
無
其
謂
者
、
急
度
可
被
申
附
由
有
之
付
、
此
度
檀
林
江
支
配
寺
井
末
寺
附
属
之
次
第
、
寺
社
奉
行
所
江
従
増
上
寺
依
相
談
、
其
檀
所
之
五
里
余
六
里
之
内
二
有
之
右
両
寺
之
末
寺
、
向
後
檀
林
江
末
寺
、
又
者
支
配
二
可
被
相
附
候
、
但
拾
石
以
上
之
御
朱
印
寺
之
分
者
、
其
檀
林
之
支
配
寺
二
被
相
定
、
自
分
之
弟
子
者
不
及
申
、
又
末
之
弟
子
迄
、
其
檀
林
へ
令
入
寺
、
可
被
為
致
修
学
、
勿
論
為
支
配
寺
上
者
、
対
能
化
不
可
有
無
礼
候
、
且
亦
支
配
之
寺
院
、
或
隠
居
、
或
無
住
之
節
、
後
住
之
義
直
弟
於
為
其
檀
林
之
所
化
者
、
増
上
寺
江
従
檀
林
相
達
之
、
吟
味
之
上
、
年
数
於
相
応
者
、
如
先
規
可
被
許
容
、
拾
石
以
下
之
御
朱
印
寺
、
其
外
之
小
寺
者
、
各
檀
林
末
寺
二
可
被
附
之
、
然
上
者
一
向
任
其
檀
林
之
差
図
、
本
末
之
規
式
、
急
度
可
相
守
者
也
、
(中
略
)
右
之
趣
不
可
有
違
背
、
大
光
院
・
常
福
寺
・
大
厳
寺
三
檀
林
者
、4
其
近
辺
二
知
恩
院
・
増
上
寺
両
末
之
寺
院
無
之
二
付
、
此
度
無
新
附
者
也
、
貞
享
四
卯
年
正
月
日
'
寺
社
奉
行
所
と
あ
っ
て
、
大
光
院
・
常
福
寺
・
大
厳
寺
三
檀
林
を
除
く
田
舎
檀
林
十
ケ
寺
へ
、
そ
の
近
辺
五
・
六
里
以
内
に
存
在
す
る
知
恩
院
・
増
上
寺
両
末
寺
を
支
配
寺
・
新
附
末
寺
に
組
み
込
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
社
奉
行
よ
り
の
指
示
は
、
従
来
の
本
末
関
係
を
崩
し
、
旧
本
寺
の
末
寺
に
対
す
る
既
得
権
を
全
く
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
幕
府
の
宗
教
行
政
に
よ
っ
て
新
た
な
本
末
関
係
が
構
築
さ
れ
て
行
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
幕
府
は
、
そ
の
命
令
伝
達
を
速
か
に
計
る
た
め
に
本
末
改
を
行
い
、
本
末
制
度
を
整
備
し
て
行
く
。
し
か
し
、
従
来
の
本
末
関
係
が
一
定
の
地
域
に
限
定
し
な
い
広
範
な
地
域
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
に
お
い
て
は
幕
府
の
意
図
す
る
命
令
伝
達
の
組
織
と
し
て
、
本
末
制
度
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
一
定
の
地
域
に
限
定
す
る
同
宗
派
寺
院
の
統
制
支
配
組
織
で
あ
る
触
頭
制
度
が
整
備
さ
れ
て
行
く
。
貞
享
二
年
の
幕
府
寺
社
奉
行
よ
り
の
指
示
で
取
っ
た
措
置
は
、
本
末
制
度
と
触
頭
制
度
の
相
互
補
完
の
上
に
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宇
高
良
哲
氏
は
触
頭
制
度
上
か
ら
、
知
恩
院
の
支
配
圏
は
尾
張
・
美
濃
・
飛
騨
・
越
後
を
境
界
と
す
る
西
国
と
、
増
上
寺
と
の
両
触
支
　
配
地
の
信
濃
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
増
上
寺
支
配
圏
内
の
檀
林
寺
院
近
辺
の
知
恩
院
直
末
寺
院
は
そ
の
末
寺
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
新
た
に
直
末
を
望
む
寺
院
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
寺
院
の
直
末
へ
の
編
入
過
程
と
そ
の
支
配
形
態
を
見
て
み
よ
う
。
下
総
国
葛
飾
郡
小
福
田
無
量
寿
寺
(叢
県
猿
島
郡
五
瀞段
村
)
は
、
『韆
精
舎
旧
詞
』
(以
下
『
旧
詞
』
と
略
す
)
に
ょ
る
と
、
雨
　
山
藤
田
持
阿
上
人
寂
日
五
月
五
日
L
と
あ
る
の
み
で
、
寺
名
も
無
量
寺
と
誤
記
さ
れ
た
上
、
そ
の
本
寺
・
支
配
寺
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
増
上
寺
が
全
国
寺
院
の
由
緒
調
査
を
行
な
っ
た
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
か
ら
同
十
一
年
(
一
六
九
八
)
の
時
点
で
は
無
本
寺
々
院
　
で
あ
っ
た
が
、
宝
永
三
年
(
一
七
〇
六
)
十
二
月
に
檀
林
結
城
弘
経
寺
末
へ
編
入
さ
れ
て
い
る
。
『
知
恩
院
日
鑑
』
(
以
下
『
日
鑑
』
と
　
略
す
)
元
禄
十
七
年
三
月
三
日
条
に
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
六
一
六
二
下
総
国
小
福
田
村
無
量
寺
霊
波
入
院
御
礼
出
候
、
当
山
為
御
直
末
証
文
差
出
候
、
浅
草
心
行
寺
♂
も
書
状
添
来
候
、
円
誉
上
人
御
名
号
も
当
山
末
寺
と
有
之
候
、
此
度
も
御
名
号
も
願
候
得
共
、
重
而
惣
旦
那
中
連
判
証
文
被
差
出
候
ハ
・
可
致
披
露
候
旨
申
渡
候
、
と
あ
っ
て
、
知
恩
院
直
末
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
が
、
元
禄
の
本
末
改
の
際
に
無
本
寺
々
院
で
あ
る
以
上
、
無
量
寿
寺
の
主
張
は
認
⑧
め
が
た
い
。
さ
ら
に
『
日
鑑
』
正
徳
二
年
九
月
三
日
条
に
下
総
国
関
宿
土
塔
無
量
寿
寺
汐
書
状
到
来
、
兼
々
九
勝
院
迄
申
入
候
通
、
只
今
迄
結
城
弘
経
寺
末
二
而
御
座
候
処
、
増
上
寺
顕
誉
大
僧
正
へ
御
願
申
上
、
本
山
直
末
二
罷
成
候
由
、
書
状
被
差
越
候
、
返
答
二
、
先
達
而
七
月
晦
日
二
増
上
寺
役
者
中
汐
其
段
申
来
リ
候
二
付
、
遂
披
露
、
着
帳
相
済
候
段
、
及
返
答
候
、
と
あ
り
、
無
量
寿
寺
か
ら
増
上
寺
を
通
じ
て
、
知
恩
院
直
末
へ
の
編
入
を
改
め
て
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
、
無
量
寿
寺
は
当
時
の
知
恩
院
役
者
九
勝
院
海
円
を
通
じ
て
、
知
恩
院
へ
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
は
、
海
円
よ
り
無
量
寿
寺
に
出
さ
れ
た
同
年
九
月
三
日
付
の
書
状
の
中
　
に
、
「従
先
年
段
々
被
仰
聞
候
本
寺
替
之
状
、
今
般
増
上
寺
二
而
事
済
、」
と
あ
る
こ
と
で
わ
か
る
。
さ
ら
に
智
積
院
所
化
衆
を
通
じ
て
　
も
働
き
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
増
上
寺
役
者
中
か
ら
知
恩
院
に
出
さ
れ
た
書
状
の
内
容
は
、
『
日
鑑
』
同
年
八
月
十
一
日
条
に
、
一
増
上
寺
役
者
中
汐
書
状
来
、
此
度
下
総
国
士
塔
村
無
量
寿
寺
入
来
、
結
城
弘
経
寺
末
寺
有
之
候
故
、
記
主
上
人
開
基
之
寺
、
其
上
当
方
丈
由
緒
有
之
付
、
此
度
御
貰
、
本
山
之
御
直
末
二
御
附
候
、
依
之
金
百
疋
差
上
候
、
と
、
結
城
弘
経
寺
末
か
ら
、
良
忠
の
開
基
と
祐
天
の
縁
の
由
緒
を
も
っ
て
、
弘
経
寺
か
ら
祐
天
が
貰
い
受
け
、
知
恩
院
末
へ
加
え
た
い
旨
を
伝
え
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
状
に
あ
げ
ら
れ
た
無
量
寿
寺
の
由
緒
に
よ
っ
て
、
九
月
三
日
に
知
恩
院
の
裁
許
が
下
り
、
知
恩
院
直
末
に
加
え
ら
れ
た
。
し
,か
し
、
増
上
寺
が
無
量
寿
寺
に
発
給
し
た
「本
寺
証
文
」
に
は
八
月
朔
日
の
日
付
が
あ
り
、
知
恩
院
の
裁
許
を
待
た
ず
し
て
増
上
寺
の
手
続
き
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
寺
知
恩
院
の
意
志
決
定
よ
り
も
増
上
寺
側
の
決
定
が
優
先
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
本
寺
改
の
異
例
な
措
置
と
し
か
言
い
よ
う
な
い
。
　
増
上
寺
よ
り
無
量
寿
寺
に
出
さ
れ
た
「本
寺
証
文
」
を
こ
こ
に
挙
る
と
、
其
寺
事
、
先
年
結
城
弘
経
寺
末
寺
二
而
有
之
候
処
、
藤
田
派
之
由
緒
有
之
二
付
、
此
度
知
恩
院
末
寺
二
被
成
下
候
、
然
共
、
支
配
之
儀
者
、
只
今
之
通
、
結
城
弘
経
寺
之
支
配
請
之
、
住
持
替
之
節
者
、
結
城
所
化
之
内
綸
旨
頂
載
以
後
之
僧
可
願
之
、
尤
弟
子
共
結
城
江
可
令
入
寺
候
、
毎
歳
年
礼
一
度
宛
直
参
仕
、
無
怠
慢
可
相
勤
之
候
、
右
之
趣
得
候
、
其
意
、
末
寺
檀
方
江
も
、
兼
而
申
聞
置
、
向
後
、
無
違
様
可
被
致
候
、
以
上
、
正
徳
二
壬
辰
歳
八
月
朔
日
増
上
寺
三
十
六
世
顕
誉
代
役
者
安
養
院
印
良
源
院
印
檀
歴
印
霊
旭
印
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
知
恩
院
直
末
に
本
寺
替
が
な
さ
れ
て
も
、
支
配
に
つ
い
て
は
依
然
、
結
城
弘
経
寺
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
を
通
告
　
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
結
城
弘
経
寺
よ
り
は
数
ケ
条
の
定
書
が
示
さ
れ
て
い
る
。
定
一
増
上
寺
顕
誉
大
僧
正
依
御
願
、
此
度
本
山
末
寺
二
相
改
候
事
、
一
自
今
巳
後
支
配
之
儀
、
不
可
致
違
背
事
、
一
末
寺
役
之
儀
、
雖
指
免
候
、
登
山
之
節
者
能
化
対
面
之
儀
式
、
不
相
乱
事
、
但
年
礼
之
儀
者
毎
年
直
参
可
仕
候
、
一
其
寺
弟
子
共
前
く
之
通
、
当
山
所
化
二
可
差
出
事
、
一
其
寺
住
持
替
之
節
者
、
従
当
山
綸
旨
頂
載
已
後
之
僧
、
吟
味
之
上
二
而
可
申
付
事
、
右
之
条
々
永
代
之
住
持
不
可
違
札
者
也
、
結
城
弘
経
寺
二
十
三
世
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
六
三
六
四
正
徳
二
壬
辰
年
七
月
日
遣
誉
花
押印
関
宿
領
土
塔無
量
寿
寺
前
掲
の
増
上
寺
よ
り
の
「本
寺
証
文
」
に
示
さ
れ
た
内
容
と
同
様
で
、
先
に
触
れ
た
「
田
舎
檀
林
江
新
附
之
寺
院
覚
」
の
田
舎
檀
林
被
支
配
寺
へ
下
知
し
た
法
度
内
容
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
府
寺
社
奉
行
よ
り
出
さ
れ
た
「
田
舎
檀
林
江
新
附
之
寺
院
覚
」
は
、
檀
林
を
触
頭
と
し
、
そ
の
近
辺
五
・
六
里
を
一
定
の
触
下
地
域
と
し
て
、
そ
の
域
内
に
存
在
す
る
全
て
の
寺
院
を
触
下
寺
院
に
編
入
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
無
本
寺
々
院
で
あ
っ
た
無
量
寿
寺
が
、
宝
永
三
年
に
結
城
弘
経
寺
末
へ
組
み
込
ま
れ
た
の
も
、
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
幕
府
の
宗
教
行
政
が
、
教
団
内
の
本
末
関
係
よ
り
も
優
先
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
知
恩
院
直
末
へ
の
昇
格
も
支
配
構
造
を
変
革
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
末
関
係
に
あ
っ
て
本
寺
住
職
の
任
免
権
は
本
寺
の
権
能
に
属
す
る
が
、
檀
林
支
配
の
直
末
に
あ
っ
て
は
本
寺
知
恩
院
の
住
職
任
命
権
は
な
い
。
知
恩
院
支
配
圏
に
あ
っ
て
も
、
直
末
が
孫
末
寺
院
の
住
職
を
推
挙
す
る
の
は
慣
例
化
し
て
い
た
が
、
任
免
権
は
あ
く
ま
で
も
本
寺
知
恩
院
の
権
能
で
あ
る
。
本
寺
知
恩
院
が
檀
林
支
配
の
直
末
寺
に
有
し
得
た
権
能
は
、
三
年
に
一
度
の
報
謝
金
の
徴
収
、
つ
ま
り
山
費
徴
収
権
の
み
で
あ
り
、
従
来
の
本
末
間
に
存
在
す
る
本
寺
既
得
権
が
か
な
り
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
知
恩
院
の
本
寺
と
し
て
の
地
位
が
形
式
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
無
量
寿
寺
が
知
恩
院
直
末
に
加
附
さ
れ
る
際
に
、
増
上
寺
の
意
志
決
定
が
優
先
し
た
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
檀
林
寺
院
の
支
配
を
受
け
る
知
恩
院
末
寺
は
、
実
質
的
な
触
頭
寺
院
よ
り
の
触
支
配
と
、
知
恩
院
と
の
形
式
的
な
本
末
関
係
に
お
け
る
支
配
の
二
重
支
配
を
受
け
る
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
幕
府
主
導
の
下
に
本
末
制
度
・
触
頭
制
度
が
整
備
さ
れ
る
過
程
で
寺
院
間
の
支
配
構
造
は
固
定
化
し
て
行
く
が
、
無
量
寿
寺
の
よ
う
に
個
々
に
本
末
改
が
行
わ
れ
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
現
況
の
支
配
構
造
内
に
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
支
障
を
来
た
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
増
上
寺
支
配
圏
に
お
い
て
、
無
朱
印
寺
院
が
知
恩
院
直
末
に
加
附
さ
れ
る
こ
と
は
稀
れ
な
こ
と
で
あ
る
。
無
量
寿
寺
が
知
恩
院
末
に
加
附
さ
れ
た
の
は
、
「
記
主
上
人
開
基
、
其
上
、
増
上
寺
御
上
寺
御
丈
室
御
由
緒
有
之
由
二
而
、
御
貰
、
本
山
直
末
二
被
差
加
度
旨
」
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
特
に
、
増
上
寺
祐
天
の
願
と
助
力
が
働
い
て
い
た
。
祐
天
は
無
量
寿
寺
以
外
に
も
、
神
奈
⑬
⑭
奈
川
慶
運
寺
末
良
忠
寺
・
檀
林
飯
沼
弘
経
寺
末
本
願
寺
・
同
末
高
声
寺
と
正
徳
二
年
に
い
つ
れ
も
知
恩
院
末
に
加
附
さ
せ
て
い
る
。
良
忠
寺
・
本
願
寺
は
三
祖
良
忠
の
遺
跡
寺
院
、
無
量
寿
寺
・
高
声
寺
は
藤
田
派
由
緒
寺
院
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
も
無
朱
印
寺
院
で
あ
る
。
祐
天
は
積
極
的
に
宗
内
由
諸
寺
院
復
興
を
推
進
し
た
が
、
右
記
の
寺
院
の
知
恩
院
直
末
へ
の
編
入
は
そ
の
一
貫
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
固
定
化
し
た
本
末
関
係
内
で
の
こ
れ
ら
由
緒
寺
院
の
寺
格
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
「
田
舎
檀
林
江
新
附
之
寺
院
覚
」
に
は
、
御
朱
印
十
石
を
基
準
と
し
て
知
恩
院
・
増
上
寺
両
末
寺
院
を
被
支
配
寺
・
末
寺
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
寺
格
設
定
で
あ
り
、
朱
印
十
石
以
下
の
両
末
寺
院
は
元
禄
本
末
改
に
際
し
て
、
そ
の
由
緒
書
に
両
末
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
表
記
で
き
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ち
ず
、
無
朱
印
寺
で
あ
る
寺
院
が
支
配
と
言
う
格
式
に
置
か
れ
た
措
置
は
異
例
で
あ
り
、
増
上
寺
支
配
圏
に
あ
っ
て
こ
の
様
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
四
ケ
寺
以
外
に
は
数
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
無
量
寿
寺
は
、
元
禄
十
七
年
前
後
よ
り
知
恩
院
役
者
中
、
智
積
院
所
化
衆
を
通
じ
て
、
知
恩
院
直
末
へ
の
加
附
を
願
い
出
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
旧
藤
田
派
系
寺
院
間
で
の
本
寺
格
争
い
、
つ
ま
り
旧
藤
田
派
々
名
再
興
に
伴
う
同
派
の
名
目
的
本
寺
格
を
高
声
寺
と
争
っ
て
い
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
に
祐
天
の
由
緒
寺
院
復
興
の
動
き
が
あ
り
、
知
恩
院
直
末
に
加
附
さ
れ
、
檀
林
支
配
寺
の
寺
格
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
⇔
伊
豆
・
信
濃
に
つ
い
て
従
来
の
本
末
制
度
を
補
完
す
る
上
で
触
頭
制
度
が
整
備
さ
れ
、
知
恩
院
・
増
上
寺
の
両
支
配
圏
が
形
成
さ
れ
て
行
く
が
、
そ
の
両
寺
支
　
配
圏
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
は
本
寺
以
外
の
支
配
に
対
し
て
異
論
を
唱
え
る
末
寺
も
あ
っ
た
。
『
日
鑑
』
宝
永
五
年
十
月
九
日
条
に
、
一
伊
豆
三
嶋
長
円
寺
登
山
、
此
度
増
上
寺
汐
、
寺
院
住
持
替
之
節
訴
出
後
住
之
儀
、
増
上
寺
汐
遣
可
申
旨
、
書
付
二
て
由
来
、
何
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
六
五
六
六
も
難
儀
仕
候
、
前
く
通
、
以
御
威
光
仕
度
由
申
之
、
五
ケ
寺
汐
書
状
来
、
と
あ
っ
て
、
知
恩
院
直
末
の
伊
豆
三
島
長
円
寺
を
含
む
五
ケ
寺
が
、
住
持
替
之
節
に
増
上
寺
が
後
任
の
吟
味
に
当
る
こ
と
に
対
し
て
困
惑
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
従
来
通
り
本
寺
知
恩
院
よ
り
の
沙
汰
を
受
け
た
い
と
表
望
し
て
い
る
。
こ
の
訴
え
に
対
し
、
知
恩
院
は
十
月
十
　
四
日
付
の
返
書
に
(致
脱
力
)
芳
墨
令
披
閲
候
、
然
者
、
当
八
月
中
、
従
増
上
寺
被
申
触
候
儀
二
付
、
御
門
中
迷
惑
被
存
、
旧
来
之
通
被
差
置
候
様
二
度
旨
二
付
、
御
門
中
為
惣
代
長
円
寺
登
山
、
再
三
願
出
被
申
、
御
門
中
拜
且
那
判
形
之
一
帋
等
迄
遂
披
見
候
、
併
此
義
者
、
当
夏
大
僧
正
御
在
府
之
中
、
増
上
寺
役
者
中
粗
被
申
聞
候
、
不
限
伊
豆
国
、
諸
国
本
山
井
増
上
寺
末
山
之
寺
院
、
恣
致
住
職
候
故
、
或
公
儀
御
搆
之
僧
、
又
ハ
追
放
追
院
、
拜
異
流
之
僧
侶
有
之
候
問
、
両
山
之
末
寺
方
、
急
度
可
致
吟
味
之
旨
、
遂
相
談
候
、
右
之
通
候
間
、
従
来
之
通
、
猥
住
職
候
義
、
許
容
不
罷
成
候
、
則
長
円
寺
江
其
段
委
細
申
含
候
間
、
可
為
演
述
候
、
恐
く
謹
言
、
十
月
十
四
日
林
光
寺
誓
願
寺
願
成
寺
蓮
馨
寺
と
、
知
恩
院
・
増
上
寺
両
末
寺
の
住
持
の
不
行
跡
を
取
締
る
為
に
、
住
持
替
之
節
、
後
住
を
厳
し
く
吟
味
す
る
こ
と
を
増
上
寺
側
と
協
議
し
、
そ
の
上
に
取
っ
た
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
知
恩
院
と
増
上
寺
の
協
議
は
、
住
持
替
之
節
の
住
職
任
免
権
を
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
圏
を
固
定
し
た
上
で
行
使
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
協
議
に
よ
っ
て
伊
豆
国
は
増
上
寺
の
支
配
圏
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
伊
豆
国
の
知
恩
院
末
寺
も
増
上
寺
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
に
至
っ
た
。
知
恩
院
は
伊
豆
の
直
末
寺
に
対
す
る
既
得
権
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
長
円
寺
の
再
々
の
訴
え
に
対
し
て
、
知
恩
院
は
伊
豆
が
京
都
の
遠
隔
地
で
事
務
処
理
上
不
便
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
末
寺
に
と
っ
て
は
従
来
の
本
末
関
係
を
崩
す
措
置
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
知
恩
院
と
増
上
寺
の
支
配
圏
も
こ
れ
を
機
に
固
定
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
知
恩
院
が
増
上
寺
支
配
圏
内
の
末
寺
に
対
す
る
既
得
権
を
放
棄
す
る
一
方
で
、
自
支
配
圏
の
末
寺
に
対
し
て
は
執
拗
に
そ
の
権
能
を
示
し
て
い
る
。
信
濃
国
は
増
上
寺
と
の
両
触
支
配
域
と
す
る
特
異
な
地
域
で
、
国
内
の
触
頭
寺
院
も
他
地
域
と
異
な
り
、
同
じ
寺
院
が
知
恩
　
院
分
の
触
頭
と
増
上
寺
分
の
触
頭
を
兼
務
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
当
然
、
知
恩
院
と
増
上
寺
と
の
間
に
は
、
末
寺
支
配
の
上
で
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
⑱
宝
永
二
年
(
一
七
〇
五
)
三
月
廿
八
日
付
の
松
城
大
英
寺
へ
出
し
た
知
恩
院
役
者
書
状
に
去
二
月
之
芳
札
、
鬮今
月
朔
日
来
着
、
令
披
見
候
、
旧
冬
従
増
上
寺
其
許
へ
、
寺
領
・
本
堂
間
数
・
庫
裏
間
数
・
寺
内
坪
数
・
末
寺
・
寮
舎
、
本
寺
付
、
随
分
致
吟
味
差
出
候
様
二
と
申
事
候
付
、
貴
寺
触
下
之
寺
院
吟
味
之
上
、
書
付
被
差
出
候
中
、
肴
町
西
念
寺
義
、
古
跡
二
て
、
本
山
御
末
寺
二
申
伝
候
二
付
、
前
く
御
末
寺
ト
被
書
上
候
処
、
先
年
御
朱
印
頂
戴
之
節
、
増
上
寺
末
寺
ト
、
長
明
寺
義
二
付
、
申
来
候
由
、
就
夫
、
此
度
増
上
寺
末
寺
ト
書
付
被
差
出
之
段
、
書
面
之
趣
得
其
意
候
、
前
く
西
念
寺
・
長
明
寺
ニ
ケ
寺
共
二
、
当
山
末
寺
為
無
紛
、
其
寺
く
之
住
持
拜
旦
那
印
形
を
相
加
、
猶
又
各
∂
も
奥
書
被
致
、
加
印
形
、
被
差
上
候
証
文
帳
、
当
山
御
蔵
二
納
有
之
候
間
、
此
度
写
差
遣
候
、
然
所
長
明
寺
ハ
由
緒
改
之
節
、
増
上
寺
末
寺
ト
書
出
、
西
念
寺
ハ
此
度
増
上
寺
末
寺
ト
書
出
シ
候
義
、
言
語
道
断
、
御
条
目
違
背
之
義
候
、
依
之
前
く
之
御
条
目
共
、
別
紙
二
写
差
遣
候
、
乍
去
、
西
念
寺
之
義
、
前
く
之
帳
面
ニ
ハ
埴
科
郡
松
城
西
念
寺
ト
有
之
候
、
此
度
之
書
面
ニ
ハ
肴
町
西
念
寺
ト
被
仰
越
候
、
松
城
西
念
寺
ト
肴
町
西
念
寺
ハ
同
寺
二
て
候
哉
、
別
寺
二
て
候
哉
、
若
同
寺
二
而
候
ハ
X
不
届
之
至
、
可
為
越
度
候
、
一
此
度
之
書
面
二
、
貴
寺
触
下
之
当
山
末
寺
之
諸
寺
院
、
増
上
寺
末
寺
支
配
之
様
二
而
、
何
も
迷
惑
被
存
候
段
、
是
又
得
其
意
候
、
前
く
従
公
儀
被
仰
出
候
御
条
目
、
従
当
山
之
条
目
、
分
明
之
上
ハ
、
旧
来
無
紛
本
寺
を
差
置
、
今
更
余
寺
末
寺
支
配
ニ
ハ
罷
成
問
鋪
候
、
右
御
条
目
之
写
被
致
拝
覧
、
可
被
得
其
意
候
、
右
之
趣
被
遂
吟
味
、
重
而
一
左
右
可
有
之
候
、
恐
く
謹
言
、
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
六
七
六
八
三
月
廿
八
日
三
役
印
松
城
六
役
印
大
英
寺
と
あ
っ
て
、
大
英
寺
触
下
寺
院
の
長
明
寺
・
西
念
寺
が
、
増
上
寺
の
実
施
し
た
寺
院
改
に
増
上
寺
末
寺
と
記
帳
し
た
こ
と
に
、
本
寺
知
恩
院
が
抗
議
し
て
い
る
。
こ
の
書
状
に
は
触
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
門
中
の
松
源
寺
も
増
上
寺
末
と
記
帳
し
て
い
た
よ
う
で
、
同
様
の
抗
議
　
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
日
鑑
』
宝
永
二
年
九
月
十
八
日
条
に
一
信
州
松
城
西
念
寺
被
参
、
被
申
候
ハ
、
長
明
寺
・
松
源
寺
江
戸
へ
罷
下
、
増
上
寺
へ
願
申
候
処
、
従
本
山
御
添
状
申
請
候
者
、
可
被
相
済
候
由
二
て
、
追
付
両
寺
も
登
り
候
間
、
私
義
も
滞
留
相
待
候
由
、
断
被
申
達
候
、
と
あ
り
、
知
恩
院
よ
り
の
抗
議
に
対
処
す
べ
く
、
増
上
寺
へ
提
出
し
た
由
緒
書
の
誤
記
訂
正
の
為
に
長
明
寺
・
松
源
寺
が
江
戸
へ
下
り
、
そ
の
報
告
に
西
念
寺
が
知
恩
院
へ
出
向
い
て
い
る
。
こ
れ
に
至
る
間
、
三
ケ
寺
は
再
三
増
上
寺
に
対
し
て
、
誤
記
の
訂
正
を
願
い
出
て
い
る
。
増
上
寺
は
三
ケ
寺
の
申
立
に
つ
い
て
、
知
恩
院
よ
り
の
本
寺
証
文
及
び
六
役
連
判
の
添
状
提
出
を
要
求
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
恩
院
直
●
　
末
へ
の
編
入
手
続
き
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
知
恩
院
側
は
西
念
寺
の
報
告
を
受
け
、
同
月
廿
五
日
に
六
役
詮
議
を
な
し
、
翌
々
日
三
ケ
寺
に
万
治
三
年
・
同
四
年
の
本
末
改
、
元
禄
二
年
の
鉄
炮
改
の
際
に
三
ケ
寺
よ
り
提
出
さ
れ
た
由
緒
書
写
を
本
寺
証
文
.
六
役
連
判
添
状
に
添
え
与
福
増
上
寺
へ
の
提
出
を
指
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
増
上
寺
の
手
続
き
が
済
ん
だ
後
㍉
再
度
知
恩
院
へ
直
末
願
と
大
英
寺
の
添
状
を
持
参
す
る
こ
と
も
下
命
し
て
い
る
。
翌
年
三
月
、
三
ケ
寺
が
触
頭
大
英
寺
よ
り
の
添
状
を
持
っ
て
上
京
、
直
末
願
を
提
出
し
、
こ
の
一
件
は
落
着
し
た
。
こ
の
一
件
の
発
端
は
、
三
ケ
寺
が
知
恩
院
末
寺
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
上
寺
末
寺
と
し
て
由
緒
書
に
記
帳
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
ゆ
元
禄
五
年
八
月
十
一
日
付
の
大
英
寺
宛
知
恩
院
役
者
書
状
の
中
に
、
一
其
地
松
城
寺
尾
村
風
劔
寺
事
本
山
直
末
紛
無
之
処
当
住
従
増
上
寺
住
韃
彎
増
上
寺
末
寺
罷
成
候
様
被
存
候
段
中
く
左
様
之
義
二
而
も
無
之
候
、
縦
住
持
何
方
汐
致
住
職
候
共
、
本
山
直
末
ニ
ハ
紛
無
之
候
、
若
当
住
不
心
得
二
而
、
他
之
末
寺
之
様
被
存
候
者
、
右
之
趣
急
度
御
申
渡
可
有
之
候
、
為
其
如
此
候
事
、
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
明
寺
住
職
が
増
上
寺
よ
り
任
命
さ
れ
入
寺
し
た
為
、
増
上
寺
末
寺
と
な
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
大
英
寺
よ
り
戒
め
る
様
に
説
い
て
い
る
。
増
上
寺
の
本
末
改
め
を
機
に
、
長
明
寺
が
本
寺
替
を
意
図
し
て
由
緒
書
に
増
上
寺
末
と
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
知
恩
院
直
末
寺
院
の
住
職
任
命
権
を
増
上
寺
は
信
濃
に
お
い
て
も
行
使
し
て
い
た
こ
と
が
窺
、兄
る
。
元
禄
の
本
末
改
め
は
、
本
末
制
度
の
強
化
を
計
る
意
味
あ
い
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
同
時
に
触
頭
制
度
の
拡
充
発
展
の
側
面
も
持
っ
て
い
る
。
一
国
単
位
・
檀
林
単
位
と
触
下
の
一
定
範
囲
で
由
緒
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
点
に
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
一
件
は
、
触
頭
制
度
の
発
展
す
る
過
程
で
、
増
上
寺
の
支
配
権
が
江
戸
と
近
距
離
に
あ
る
信
濃
国
に
拡
充
し
て
行
く
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。
宝
永
ご
1{-
1
1月
廿
八
日
付
の
大
英
寺
宛
知
恩
院
役
者
書
状
に
、
「貴
寺
触
下
之
当
山
末
寺
之
諸
寺
院
、
増
上
寺
末
寺
支
配
之
様
二
而
、
何
も
迷
惑
被
存
候
段
、」
と
知
恩
院
は
末
寺
が
増
上
寺
よ
り
の
触
・
達
示
を
受
け
る
こ
と
で
そ
の
末
寺
化
し
て
行
く
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
。
大
英
寺
よ
り
の
由
緒
書
提
出
の
報
告
を
受
け
、
即
時
三
ケ
寺
の
誤
記
に
対
し
て
抗
議
し
た
の
も
、
増
上
寺
の
支
配
権
が
拡
大
し
、
従
来
よ
り
の
知
恩
院
の
既
得
権
が
損
わ
れ
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
現
わ
れ
で
あ
る
。
元
禄
十
四
年
(
一
七
〇
一
)
に
信
濃
国
岩
村
田
西
念
寺
と
そ
の
支
配
寺
生
往
院
と
の
間
に
本
末
出
入
の
係
争
が
起
こ
っ
た
。
同
年
二
月
の
十
日
付
の
松
代
藩
寺
社
奉
行
飯
塚
孫
次
郎
宛
知
恩
院
役
者
書
状
に
乍
御
報
示
預
、
致
披
見
候
、
信
州
岩
村
田
西
念
寺
ト
御
支
配
所
高
野
町
生
往
院
本
末
之
出
入
、
双
方
遂
穿
儀
候
処
、
先
年
此
方
へ
出
置
候
着
帳
之
判
形
、
謀
正
之
論
有
之
二
付
而
、
双
方
へ
類
判
差
出
候
得
と
申
付
候
処
、
至
尓
今
類
判
差
出
不
申
候
、
依
之
生
往
院
義
、
何
之
末
寺
と
も
難
決
候
、
本
末
之
訳
相
究
り
候
迄
ハ
、
本
寺
付
無
之
候
得
共
、
証
文
御
請
取
可
被
下
之
旨
、
先
書
二
申
進
候
、
然
共
公
儀
向
書
上
、
本
寺
付
無
之
候
而
ハ
、
差
閊
申
之
旨
、
御
紙
面
之
趣
御
尤
義
御
座
候
、
然
共
生
往
院
儀
古
跡
歴
然
、
浄
土
宗
門
紛
無
御
座
寺
御
座
候
間
、
向
後
も
本
寺
書
無
之
候
共
、
証
文
等
御
請
取
被
下
候
ハ
・
、
可
忝
存
候
、
若
慥
成
本
末
之
訳
相
知
候
ハ
、
、
重
知
恩
院
の
遠
国
末
寺
支
配
に
つ
い
て
六
九
七
〇
而
自
是
可
申
進
候
、
為
其
如
斯
御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、
二
月
十
日
三
人
六
大
罍
誠院
航
誉
弐
春
長
寺
風
誉
(厳
院
)
三
勝
岩
寺
透
誉
五
浄
円
寺
称
誉
四
西
園
寺
随
誉
飯
塚
孫
次
郎
様
一
浄
運
院
単
誉
と
あ
っ
て
、
生
往
院
は
西
念
寺
の
末
寺
で
も
な
く
、
無
本
寺
の
寺
で
あ
る
と
知
恩
院
六
役
の
詮
議
で
決
し
た
。
無
本
寺
々
院
と
な
っ
た
生
往
院
は
、」
知
恩
院
の
触
下
に
置
れ
る
が
、
宝
永
二
年
十
月
増
上
寺
へ
末
寺
願
を
提
出
し
、
そ
の
末
寺
と
な
っ
た
。
こ
の
生
往
院
の
増
上
寺
末
の
編
入
は
、
増
上
寺
の
本
末
改
に
際
し
て
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
ろ
う
が
、
知
恩
院
は
こ
の
措
置
に
は
全
く
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
。
信
濃
の
国
内
に
お
い
て
、
自
門
末
で
な
い
無
本
寺
々
院
に
増
上
寺
の
支
配
権
が
強
く
及
ん
だ
現
わ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
㈲
お
わ
り
に
幕
府
の
仏
教
統
制
は
、
本
山
-
本
寺
-
末
寺
へ
の
命
令
伝
達
組
織
と
し
て
本
末
制
度
を
整
備
強
化
し
て
行
く
。
中
世
以
来
に
構
築
さ
れ
て
来
た
本
末
関
係
の
上
に
制
度
化
さ
れ
た
本
末
制
度
は
、
一
定
の
地
域
に
止
ら
な
い
広
範
な
地
域
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
幕
府
の
命
令
伝
達
を
さ
ら
に
迅
速
化
す
る
に
は
不
充
分
な
存
在
で
あ
り
、
一
定
の
地
域
を
統
轄
す
る
組
織
を
必
要
と
し
、
触
頭
制
度
が
整
備
さ
れ
て
行
く
。
本
末
制
度
で
寺
院
相
互
間
に
上
下
関
係
が
設
定
・
強
化
さ
れ
た
上
に
、
新
た
な
統
制
強
化
の
触
頭
制
度
の
整
備
化
は
複
雑
な
支
配
形
態
を
生
み
出
す
。
貞
享
二
年
の
「
田
舎
檀
林
江
新
附
之
寺
院
覚
」
に
示
さ
れ
た
知
恩
院
・
増
上
寺
両
末
の
田
舎
檀
林
末
へ
の
編
入
は
、
檀
林
を
触
頭
と
す
る
一
定
地
域
の
本
末
圏
の
形
成
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
檀
林
本
末
圏
の
拡
充
で
あ
る
。
同
時
に
旧
本
寺
の
末
寺
に
対
す
る
既
得
権
は
制
約
乃
至
は
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
元
禄
の
本
末
改
は
、
無
本
寺
々
院
を
一
層
整
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
本
寺
々
院
で
あ
っ
て
も
近
在
の
触
頭
寺
院
の
触
下
寺
院
へ
組
み
込
ま
れ
て
行
く
。
無
量
寿
寺
は
元
禄
の
本
末
改
に
際
し
無
本
寺
々
院
で
あ
っ
た
が
、
時
を
置
か
ず
結
城
弘
経
寺
へ
編
入
さ
れ
る
の
も
、
信
濃
生
往
院
と
同
様
に
近
在
触
頭
の
触
下
支
配
に
置
か
れ
た
現
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
量
寿
寺
の
場
合
は
生
往
院
と
異
な
り
、
単
に
触
下
寺
院
で
は
な
く
、
触
頭
末
寺
で
あ
る
。
一
旦
結
ん
だ
本
末
関
係
に
あ
っ
て
、
他
本
寺
へ
の
本
寺
替
は
本
寺
の
既
得
権
を
損
な
う
為
に
本
寺
は
そ
れ
を
強
固
に
阻
止
す
る
。
当
然
、
幕
府
・
諸
藩
も
そ
の
行
政
上
、
固
定
化
し
た
寺
院
相
互
間
の
上
下
関
係
に
影
響
な
い
し
は
解
体
を
招
く
よ
う
な
本
寺
替
は
認
め
得
な
い
。
無
量
寿
寺
を
は
じ
め
と
す
る
四
ケ
寺
に
取
ら
れ
た
措
置
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
は
異
例
で
あ
る
。
こ
の
措
置
の
背
景
に
祐
天
の
由
緒
寺
院
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
が
異
例
の
措
置
を
取
ら
せ
た
と
言
え
る
。
貞
享
二
年
の
寺
社
奉
行
の
指
示
は
、
結
果
的
に
は
関
東
に
点
在
す
る
知
恩
院
末
寺
を
増
上
寺
及
び
檀
林
の
支
配
に
編
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
東
に
お
け
る
知
恩
院
の
末
寺
に
対
す
る
支
配
権
を
奪
う
も
の
で
あ
っ
た
。
元
禄
の
本
末
改
時
期
に
は
、
知
恩
院
は
そ
の
関
東
諸
末
寺
に
対
す
る
権
能
を
全
く
行
使
し
得
な
か
っ
た
。
伊
豆
・
信
濃
へ
の
知
恩
院
の
支
配
権
も
、
元
禄
よ
り
宝
永
年
間
に
、
一
方
は
増
上
寺
へ
移
行
し
、
一
方
は
増
上
寺
の
支
配
権
が
及
ぶ
に
至
っ
て
損
な
わ
れ
て
行
く
。
さ
ら
に
信
濃
国
に
お
い
て
は
、
徐
々
に
増
上
寺
の
支
配
権
が
強
化
・
浸
透
し
て
行
く
。
松
代
長
明
寺
等
の
由
緒
書
l
tn
1jttI
�
一
件
は
増
上
寺
・
知
恩
院
の
確
執
の
中
に
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
寛
政
年
間
に
至
る
頃
に
は
、
信
濃
の
支
配
権
も
増
上
寺
へ
移
行
し
た
。
関
東
・
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
末
寺
支
配
が
増
上
寺
へ
移
管
す
る
最
大
の
要
因
は
地
理
的
に
知
恩
院
の
遠
隔
地
に
位
置
し
た
こ
と
で
あ
る
。
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